
令和 8年 10月 21日 校長講話「互いの違いを認め合う“対話の文化”を築く」 

 最初に人権に関わる問題について、グループで考えてもらいました。 

皆さんに考えてもらった上の問題は、全て「人権」に関わることです。 

「みんなが幸せを感じるためにどうすればいいか？」この「問題」は、学校だけでなく社会全

体の「問題」でもあります。 

人々は、互いの〈幸せ〉を認め合うルールを作り出しました。これが【人権】です。日

本国憲法第 13条では、すべての人が自由に幸せを追求する権利が保障されています。  

しかし、互いが自分の「幸せ」主張して譲らなければ、けんかになることもあります。

つまり、他人との間の「対立」を悪化させないためには、互いの「幸せ」を認め合うしか

ありません。 

そこで「対話」が必要となるのです。対話では、互いの違いを

認め合うことが重要です。そのためには自分の意見を安心して話

せる安心感や安全性が大切です。違う意見を否定されては、何も

言えなくなってしまいます。 

 そこで、安心して対話をするためのルールをみんなで確認しておきましょう。 

1. 何を言ってもいい。（発言は自由） 

2. 人の言うことに対して否定的な態度をとらない。 

（理解できなければ、どうしてそう思うのと聞いてみましょう） 

3. 分からなくなってもいい。（自分で考えることが大切です） 

 

これから始まる人権学習では、世の中にある様々な人権問題について学ぶ中で、仲間ととこと

ん対話しながら、自分も相手も幸せを感じて生きることができる新たな価値を見出してほしいと

思っています。 

飯綱中学校に「互いの違いを認め合う対話の文化」を築き、一人ひとりの意見がとことん大切

にされる学校を作っていきましょう。 

        

                

                  

                

                  

                 

 

    

        


